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2012 年度 情報理工学リーディング･リサーチャー創出プログラムのご案内 

  
情報理工学系研究科では、独立行政法人日本学術振興会が設置した研究者海外派遣基金による「組織的な若手

研究者等海外派遣プログラム」に採択され、若手研究者等（ポスドク、助手、助教、講師及びこれらに相当する

職の者）を対象に、海外の研究機関や研究対象地域において研究を行う機会を提供する「情報理工学リーディン

グ･リサーチャー創出プログラム」を、2010 年 2 月より開始いたしました。 
下記の要領で、海外派遣を希望する若手研究者を募集します。多くのご応募をお待ちしています。 

 
 
記 

１．募集内容 
応募資格：研究科所属の若手研究者等（ポスドク、助手、助教、講師及びこれらに相当する職の者） 

※2012 年４月１日現在、43 歳未満の研究者 
派遣目的：2 ヵ月以上の海外の大学・研究機関、企業等での学術研究交流 

        ※2013 年 2 月 10 日までに帰国可能な旅程であること 
募集期間：2012 年 4 月 1 日～11 月 30 日 
選抜方法：情報理工学リーディング･リサーチャー創出プログラム運営委員会による書類選考を行う。 

（必要な場合は、面接を行う。） 
支援内容：プログラムの旅費規程に準じて、旅費、滞在費（宿泊費・日当）を支給する。 

滞在費支給額は東京大学旅費規定より少額となる。 
その他の必要経費は自己負担とする。 
※ 他の支援を受けている場合、重複支給を避けるため支援内容を記述すること。 

派遣実施：採択された者は、計画に基づいて研究を実施する。受入機関との連絡、Visa 申請、航空 
券手配、宿泊先手配などは、各自で行なう。 
派遣終了後１ケ月以内に、英語で「報告書（Form 3*）」を作成し、「研究成果報告書（Form  
2*）」とともに国際交流室に提出すること。 

 
２．応募方法 

必要書類：計画調書（Form 1*）：書式は URL (http://www.i.u-tokyo.ac.jp/dispatch/)にて確認のこと。 
旅行業者作成の日程表・見積書を添付すること。 

応募締切：毎月末締切、翌月に決定。遅くとも出発日の 2 ヶ月前までに応募書類を提出のこと。 
※最終締切：2012 年 11 月 30 日 
※締切を過ぎていても特別な理由がある場合、出発前で日程的に余裕あれば対応を検討 
するので、その旨を記載の上、早めにご連絡ください。 

提出先：情報理工学系研究科 国際交流室 に提出。 
 
 

【提出先＆問合先】情報理工学系研究科 国際交流室（本郷キャンパス 工学部 8 号館 1 階） 
E-mail：ist_haken@adm.i.u-tokyo.ac.jp 
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